
２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
40
号　
三
原
市
職
員
退

職
手
当
基
金
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て

　
三
原
市
職
員
退
職
手
当
基

金
は
、
団
塊
世
代
の
職
員
の

大
量
退
職
に
伴
う
退
職
手
当

の
原
資
と
し
て
活
用
し
て
い

た
が
、
今
後
の
退
職
者
数
は

一
定
程
度
の
水
準
で
安
定
す

る
傾
向
が
見
込
め
、
平
成
24

年
度
に
お
い
て
基
金
全
額
を

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
を
行

う
こ
と
で
、
所
期
の
目
的
が

達
成
す
る
た
め
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
。

問  

今
後
多
く
の
職
員
が
一

度
に
退
職
す
る
こ
と
は
無
い

と
思
う
が
、
想
定
外
を
考
え

基
金
を
残
し
て
お
く
べ
き
で

は
。

答  

退
職
手
当
の
多
寡
に
係

わ
ら
ず
一
定
程
度
の
勧
奨
退

職
者
は
あ
る
が
、
特
に
突
出

し
た
年
は
な
く
、
退
職
者
数

に
つ
い
て
も
平
準
化
す
る
と

考
え
ら
れ
、
市
町
総
合
事
務

組
合
で
必
要
な
部
分
の
対
応

が
で
き
る
こ
と
か
ら
廃
止
を

す
る
。

議
第
41
号　
三
原
市
地
域
活

性
化
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て

　
三
原
市
地
域
活
性
化
基
金

は
、
22
年
度
に
設
置
し
、
23

年
度
及
び
24
年
度
で
障
害
者

対
策
・
雇
用
対
策
事
業
に
お

い
て
基
金
全
額
を
執
行
し
、

所
期
の
目
的
が
達
成
す
る
た

め
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
。

問  

過
去
の
経
過
で
は
、
基

金
に
積
み
翌
年
に
事
業
を
し

て
お
り
、
基
金

を
残
す
べ
き
で

は
。

答  

今
回
の
基

金
は
国
の
制
度

に
沿
っ
た
形
で

設
置
を
し
、
そ

の
設
置
目
的
が

達
成
さ
れ
た
の

で
廃
止
す
る
。

議
第
42
号　
三
原
市
財
産
区

特
別
会
計
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
三
原
市
本
郷
町
南
方
財
産

区
が
保
有
す
る
財
産
を
運
用

し
、
収
益
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
財
産
区
管

理
会
の
同
意
の
も
と
、
24
年

度
末
を
も
っ
て
全
て
の
財
産

を
本
市
へ
帰
属
さ
せ
消
滅
す

る
た
め
、
関
係
す
る
３
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
一
致
、

提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

２
月
定
例
会
付
託
議
案
の
審
議

議
第
43
号
三
原
市
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の

定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

︵
議
案
の
要
旨
︶

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
そ
の
法
律

名
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
条
例
の
引
用
条
項

を
整
理
す
る
。

議
第
44
号
三
原
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条

例
制
定
に
つ
い
て

︵
議
案
の
要
旨
︶

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

特
別
措
置
法
が
平
成
24
年
５

月
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
市
の
対
策
本
部
の
設

置
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
、新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

︵
主
な
質
疑
の
内
容
︶

問  

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
。

答  

25
年
５
月
の
特
別
措
置

法
施
行
に
あ
わ
せ
て
国
の
行

和
解
を
し
、
そ
の
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
る
。

︵
主
な
質
疑
の
内
容
︶

問  

訴
え
ら
れ
た
の
が
元
小

学
校
教
諭
、
広
島
県
及
び
三

原
市
の
３
者
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
和
解
に
つ
い
て
は
本
市

と
だ
け
な
の
か
。

答  

国
家
賠
償
法
の
１
条
の

趣
旨
か
ら
も
、
過
去
の
判
例

に
照
ら
し
て
も
、
服
務
監
督

者
で
あ
る
本
市
が
賠
償
責
任

を
負
う
こ
と
と
な
る
。

問  

損
害
賠
償
金
の
金
額
の

決
定
方
法
は
。

答  

３
年
間
の
弁
論
準
備
手

続
き
を
経
て
、
過
去
の
類
似

の
裁
判
や
示
談
の
事
案
、
あ

る
い
は
本
件
の
状
況
等
を
勘

案
し
、
顧
問
弁
護
士
と
相
談

の
う
え
金
額
を
決
定
し
、
こ

の
度
の
和
解
案
と
し
て
提
示

す
る
に
至
っ
た
。

問  

今
後
の
対
応
は
。

答  

今
回
の
問
題
に
つ
い
て

は
大
変
重
大
な
こ
と
と
受
け

止
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
悲

惨
な
事
件
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
、
と
い
う
強
い
決
意
で

望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
一
致
、

提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

動
計
画
が
策
定
さ
れ
、
６
月

に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
、

本
市
に
は
す
で
に
「
三
原
市

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
」
と
「
三
原
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
業
務
継

続
計
画
」
が
あ
る
た
め
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
整
合

性
を
は
か
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
見
直
し
を
し
て
い
く
。

議
第
45
号
和
解
を
し
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

︵
議
案
の
要
旨
︶

　
元
小
学
校
教
諭
が
当
時
勤

務
し
て
い
た
小
学
校
の
女
子

児
童
に
対
す
る
強
制
わ
い
せ

つ
等
の
罪
で
平
成
20
年
に
逮

捕
さ
れ
、
懲
役
30
年
が
確
定

し
て
い
る
刑
事
事
件
を
受

け
、
そ
の
被
害
者
か
ら
損
害

賠
償
等
を
求
め
ら
れ
た
民
事

裁
判
に
お
い
て
、
相
手
方
と

地域活性化基金を活用し作成されたデイジー図書
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２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
46
号
「
三
原
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管

理
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

　

合
併
調
整
方
針
に
基
づ

き
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
、

地
域
多
目
的
集
会
所
な
ど
の

各
地
域
に
あ
る
市
が
所
有
し

て
い
る
集
会
施
設
の
管
理
運

営
の
統
一
化
を
図
る
た
め
、

当
該
各
施
設
に
か
か
る
「
設

置
及
び
管
理
条
例
」
の
一
部

改
正
、
又
は
廃
止
を
す
る
も

の
。

　

条
例
の
概
要
は
、
総
数

１
２
１
施
設
の
う
ち
、
平
成

24
年
９
月
議
会
及
び
12
月
議

会
に
お
い
て
議
決
し
、
地
元

住
民
組
織
に
譲
渡
移
管
し
た

23
施
設
を
除
き
、
地
域
拠
点

と
し
て
市
が
引
き
続
き
維
持

管
理
す
る
34
施
設
、
老
朽
等

に
よ
り
閉
鎖
す
る
９
施
設
及

び
25
年
４
月
以
降
、
地
元
住

民
組
織
に
譲
渡
移
管
す
る
55

施
設
に
整
理
す
る
も
の
。

問  

こ
れ
ま
で
，
市
長
が
進

め
て
き
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、

集
会
施
設
を
地
元
に
移
管
す

る
こ
と
は
逆
行
す
る
の
で
は

な
い
か
。
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答  

施
設
の
管
理
統
一
化
事

業
の
一
環
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
地
元
移
管
だ
け
を
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
１
２
１

あ
る
施
設
の
う
ち
、
34
施
設

は
地
元
の
拠
点
施
設
と
し
て

残
し
、そ
れ
ら
を
充
実
さ
せ
、

さ
ら
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
さ
せ
る
と
い
う
目
的

が
あ
る
。

　
地
域
の
集
会
施
設
と
同
様

の
も
の
は
、
地
元
の
希
望
を

確
認
し
て
移
管
、
ま
た
は
希

望
が
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
廃
止
・
閉
鎖
と
い
う
こ

と
に
な
る
。そ
う
い
う
中
で
，

拠
点
施
設
を
充
実
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
は
図
れ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
一
致
、

提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
47
号
「
三
原
市
移
動
等

円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

市
道
の
構
造
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
」

　
議
第
47
号
は
、
地
域
主
権

改
革
一
括
法
に
よ
る
「
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

特
定
道
路
の
新
設
又
は
改
築

を
行
う
場
合
の
構
造
に
関
す

る
技
術
的
基
準
と
し
て
、
歩

道
や
立
体
横
断
施
設
、
道
路

区
域
内
の
障
害
者
用
駐
車
施

設
等
の
構
造
基
準
が
、
条
例

に
委
任
さ
れ
た
た
め
、
新
た

に
条
例
で
定
め
る
も
の
。

問  

制
定
す
る
条
例
の
主
旨

は
。

答  

こ
の
条
例
は
、高
齢
者
、

障
害
者
等
が
、
自
立
し
た
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
定

道
路
の
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

議
第
49
号
「
三
原
市
水
道
事

業
等
の
布
設
工
事
監
督
者
が

監
督
業
務
を
行
う
水
道
の
布

設
工
事
、
布
設
工
事
監
督
者

の
資
格
及
び
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
」

　
議
第
49
号
は
、
議
第
47
号

と
同
じ
く
地
域
主
権
改
革
一

括
法
の
施
行
に
よ
り
水
道
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
水
道
法

施
行
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た

水
道
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び

に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

基
準
に
つ
い
て
、
新
た
に
条

例
を
定
め
る
も
の
。

問  

水
道
布
設
工
事
監
督
者

及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
配

置
は
。

答  

本
市
水
道
事
業
が
発
注

す
る
工
事
に
つ
い
て
、
工
事

が
衛
生
的
に
、
ま
た
技
術
的

に
適
正
に
施
工
さ
れ
て
い
る

か
を
、
資
格
を
持
つ
職
員
が

監
督
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
第
57
号
「
市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
」

　
議
第
57
号
は
、
本
郷
町
善

入
寺
に
お
い
て
、
主
要
地
方

道
東
広
島
本
郷
忠
海
線
改
良

工
事
に
伴
い
、
旧
道
区
間
の

移
管
を
受
け
た
た
め
、
本
郷

町
４
５
１
号
線
ほ
か
１
路
線

を
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

問  

市
道
認
定
し
て
維
持
管

理
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

は
。

答  

認
定
を
行
う
市
道
に

は
、
本
市
の
水
道
施
設
で
あ

る
本
谷
配
水
池
が
接
し
て
お

り
、
新
設
さ
れ
た
県
道
か
ら

は
、
こ
の
配
水
池
へ
の
出
入

り
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

県
道
改
良
工
事
に
伴
っ
て
移

管
を
受
け
た
旧
県
道
は
、
地

域
住
民
の
生
活
に
密
着
し

た
、
生
活
基
盤
施
設
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た

め
、
市
道
に
認
定
し
、
適
切

に
維
持
管
理
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
一
致
、

提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

生
活
経
済
委
員
会

建
設
都
市
委
員
会

市道本郷町 451 号線

新たにコミュニティーホームとされた施設
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